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社会福祉法人みのり福祉会 

令和７年８月 1日発行 
8・9 月号 

 

あおぞらいちば 『 言葉 Wordｓ 』 

 

 以前「多角的にとらえる言語」という題で文章を書きましたので、第二弾 

 福祉業界では、「権利擁護 意思決定支援 合理的配慮 地域共生社会」など解釈の

難しい言葉が用いられています。 

 私たちは、言葉を見て“なるほどその通り”という感情が芽生えますが、その言葉の

意味を正しく伝える“説明”は困難を伴います。 

なぜでしょう 

言葉を、感情としては理解し思考できるが、説明できないのは咀嚼が不十分だからと考

えると、咀嚼とは行動そのもので、反芻＝行動の振り返りをすることで、よりよく消化

され、消化された言葉はあなたのエネルギーとなるため表現がしやすくなる、と考えま

す。 

「権利擁護 意思決定支援 合理的配慮」は、いつでも、どこでも、だれとでも行うこ

とができますが、「地域共生社会 包括的ケア」は共感者が数多くいないと達成できま

せん。 

私たちは、福祉Wordｓを正しく伝えるために、反芻したことを支援者で共有し、考え

あう、終わりのない迷宮に迷い込みます。 

言葉のきれいさや体裁に惑わされ、オールマイティーな言葉として使用してしまい、共

感者の個を消した一つの言葉として締めくくることがないよう、あきらめずに思考す

ること。「意思決定支援に基づき、合理的配慮と権利擁護を推進し、包括的なケアのあ

る地域共生社会の実現を目指します」などと「わかったようなわからないような」言葉

の羅列ではなく、其々の“ことばのこころ”を個に照射し、反射をしっかりと受け止め

れる力を備えるために、迷宮の中を進んでいくのです。 

リアリティーのあるイマジネーションに支えられて構成される社会であることを願う。 

 

理事長 坂本光雄 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

・8/1(金)Ｂ棟健康診断 ・8/8(金)～8/15(金)夏休み 
 
・9月より順次～前期モニタリング 

外出訓練を行いました！ 

8 月・9 月 
の 予 定 

 

【アルミ缶新規回収先！！】 

・ほっとサロン・けやき 

・㈱マザーサンヤチヨ 

順調に回収量が増えております！ 

引き続きご協力よろしくお願い致します・ 

    （アルミ缶担当：平井、原田まで） 

【アルミ缶情報！！】 【アルミ缶情報】 

令和７年４月～７月までの回収量は 

アルミ缶 318㎏ 合計 60,280円でした。 

現在は熱中症予防の為、 

室内でのプレス作業を行っています！ 

行っています。 

 

今年度の新しい班になって最初の外出訓練に行ってきました‼ 

昨年と違うメンバーであったり、大人数での外出訓練だったりと刺激はたくさんあったと思います。 

そんな中でも変わらずに楽しまれている様子が伺えてホッとしました‼ 

 


